
（独立行政法人教員研修センター委嘱事業） 
教員研修モデルカリキュラム開発プログラム 

 

報 告 書 

 

プログラム名 
実効性と継続性の高い図画工作科教員研修モデルの開発  
－学校現場に則した研修内容の最適化と学習環境整備スキルの向上－ 

プログラムの特徴 

１：実技科目の中でも小学校教員の多くが苦手意識を持つ図画工作科の指

導・評価法等の研修について，実際に教員が働く小学校の地域性や教育

課題を事前に調査し，基礎的な教材研究の最適化に向けて大学と小学校

教員が協働して取組む。この過程で大学と学校現場の相互理解も深ま

り，学校現場を重視した現代的教育課題の抽出と共有が可能となる。 

２：図工室を中心とした学習環境について，必要な備品や教材の整備を協働

して行い，その活用法を学ぶことで学習環境整備スキルの向上を図る。

これによって，日常的な自立的研修を行う視点の獲得と課題の改善に向

けた教育意識の育成を目指す。 

３：研修内容を反映した授業計画を練り，小学校教員による授業実践の状況

を観察することで，研修内容の目標達成度を具体的な知識や技術の側面

から検証する。早期の具体的検証によって，研修内容の適切な評価と研

修課題の改善といったＰＤＣＡサイクルへの確立が見込まれる。 

４：一度整備した学習環境や教員の意識は，一定間隔の研修を継続すること

で持続可能なため，本事業において開発した教員研修モデルを近隣の小

学校に巡回させることで，地域全体に普及させることが可能となる。 

５：開発した研修モデルは実践数の増加に伴い汎用性が拡大し，実践データ

の蓄積によって実効性が高まるだけでなく，調査や最適化に係る負担の

軽減が可能となり継続性を保証できる。さらに教材集として冊子にまと

めて配布したり，ホームページを介して発信することで，全国への波及

が期待できる。 

 
 

平成 26 年 3 月 31 日 

機関名 国立大学法人 福岡教育大学 
連携先 宗像市教育委員会・福津市教育委員会
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プログラムの全体概要                   
 

 

 

 

 

 

 

 

７月 ●打合せ(1.5 時間)     ８月 ●研修(3 時間～)       ９月～1 月              1 月～３月 

      計画(大学)                聞き取り調査       ●授業実践(担任)       アンケート 

   ●整備(2 時間～)                                      まとめ 

                               

 

 

実効性と継続性の高い 図画工作科 教員研修モデルの開発 

－学校現場に則した研修内容の最適化と学習環境整備スキルの向上－ 

図工室の 

整 備 

図工室で 

研 修 

図工室で 

授 業 

教材集 

まとめ 

【 図工室整備に係る協議 】 ６～7 月，3～10 名，実施校，1.5 時間 

本研修に向けて，研修内容（単元）を協議し，大学教員主導の下，図工室を中心とし

た図工科の学習環境の調査を協働して行う。この過程を共有することで，現職教員の

学校現場に対する環境改善意識の改善を図る。 

【 図工室の学習環境整備 】 7～８月，3～20 名，実施校，2 時間 

本研修の内容と研修実施校の学習環境調査に基づき，大学担当者が作成した整備計画

に沿って図工室の環境整備を図る。実際に環境整備の方法を学び，整備前・整備後の

環境の変化を体感することで，学校現場に対する環境改善意識の向上を図る。 

【 図工室における本研修 】 8 月，3～20 名，実施校，3 時間～ 

環境整備を行った図工室において，各実施校に最適化された研修を実施する。実際に

担任教諭が行う図工室において研修を行うことで，実効性と即効性の高いものとなる

ことが予測できる。また，実技科目において学習環境の整備が児童に与える影響を実

感することができるため，本事業後の自立的な研修・学習を継続する方法を習得でき，

継続する意識を高めることを狙いとする。 

【 研究授業・協議会 】 9～1 月，2 名程度，実施校，１～2 時間 

研修を受講した教員が研修成果を発揮する授業を実践する。他の教員は授業を観察し，

研修成果の評価を行う。授業後の協議会において，本研修による成果について考察し，

今後の課題などについて検討する。 

研修１ 

研修２ 

研修３ 

・図工科本来の教育内容と学習環境を児童に提供 
・図工室を活用することのできる教育実践力を向上 
・学習環境の整備に係る課題発見・解決能力を育成 

研修４ 

・学校現場での自律的研修 
・学び続ける教員像 

教材の最適化 

学習環境整備 
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Ⅰ 開発の目的・方法・組織                

はじめに（開発の背景） 

既存の教員研修では各学校から集まった教員等，40 名を超える受講者を対象とすることがほ

とんどで，大学や教育センター内の大教室における一斉指導の形式を採っている。その為，研修

内容を各学校での実践的な授業内容へ展開するためには，各小学校教員が学校やクラスの現状に

則した内容へ再構成することが必要で，研修後の教材研究に伴う小学校教員の負担が大きい。教

員の生涯学習としての役割や普遍的な教科内容の理解としては一定の成果が見られるものの，図

工科の授業を通した児童の教育へ直接的に反映させることを目的とした場合，最終的には教員の

熱意や意欲に左右されることとなる。 

また，本学が進める概算要求特別経費プロジェクト「実技教育支援コーディネーターの養成と

配置効果の科学的検証」（平成 23-25 年度）において図工室の著しい学習環境の劣化が確認され

ており，本来であれば指導と一体化して行われるべき学習環境の整備が不完全であることが判明

した。これは教室移動の煩雑さや機材・用具の管理ならびに準備・片付けの負担に対する教員の

負の意識と現実的な時間不足が大きな要因であり，環境整備の責務が学年ごとに分断され易い小

学校現場では，長期的な視点に立った学習環境整備スキルの修得と向上は困難であった。このこ

とが小学校教員の図工科に係る教育意欲の減退と図工室を中心とした学習環境の劣化を進行さ

せており，図工科本来の教育内容と学習環境を児童に提供することが，学校現場の緊急な課題と

なっている。 
現行のプロジェクトでは，専科教員（実技教育支援コーディネーター）を配置することで，教

員のチームティーティング（ＴＴ）体制を進め，これらの問題の解消とより豊かな感性教育を実

践できると仮定して，その成果の実証を試みており，研究の成果は教育委員会ならびに文部科学

省に提言することを計画している。 
しかし，専科教員を配置しない現状の教育体制における現実的解決策の一つとして，それぞれ

の学校現場では異なった教育的課題が存在し図工室等の学習環境も異なっていることから，それ

らに最適化した教員研修モデルの開発が必要不可欠であり，各学校現場における学習環境整備ス

キルの向上と，最適化された研修内容の実践が効果的であることも分かってきた。 
そこで，小学校現場との連携によって顕在化した図工科における現代的教育課題に対応すべく

教育委員会と協議を重ね，「学校現場に則した研修内容の最適化と学習環境整備スキルの向上」

という新規性と具体性の高い手法によって，「実効性と継続性の高い図画工作科教員研修モデル

の開発」を目的とする本事業の着想と計画に至った。 
 
福岡教育大学では，すでに現行のプロジェクトにおいて高く評価された単元やＴＴ体制におけ

る教材研究の事例等を基に，学校現場の声を反映した研修内容の作成を開始した。また，職員室

や図工室，各教室だけでなく廊下やオープンスペース等の学習環境についても，その整備計画を

立案し，学校の年間行事に則して実践を始めた。 
本事業は，恒常的に学びを継続することの出来る“理想的な教員像”を目指す教員各自の意識

向上に加えて，児童とともに学ぶことのできる“場”の創造に繋がるものであり，教育系大学の

地域貢献モデルならびに教員研修モデルとしての波及効果も期待できるものである。 
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１ 開発の目的 

学校現場に則した研修内容の最適化を協働して行い，担任教諭の負担を軽減するとともに，学

習環境整備スキルの修得を融合した実効性の高い研修モデルの開発によって，図工科本来の教育

内容と学習環境を児童に提供することが学校現場の緊急な課題となっている。 
本事業は，事前調査に基づいた研修内容の最適化と学習環境の整備を協働で進める点で教員研

修の新規性が高く，自律的な学びを継続することのできる理想的な小学校教員を目指して，実効

性と継続性の高い図工科教員研修モデルカリキュラムを開発するものである。 
教員は，開発した研修モデルを受講することで，事前調査によって顕在化した学校現場の現状

を把握しつつ，各単元を学校現場に則して最適化することのできる授業創造力の向上を目指す。

さらに，学校現場における学習環境の課題発見能力の育成が可能となり，その具体的な解決法を

大学と協働する過程において，学習環境整備スキルを修得する。また，学校現場に最適化した具

体的かつ実効的な研修内容によって，研修成果を授業に反映することが容易となり，研修成果を

早期に体感し検証できることから，図工科の指導に対する不安が解消され，継続的な学習サイク

ルの構築に向けた教育意欲の向上が期待できる。 
本研修モデルは身近な学校現場を舞台とした具体的かつ継続的な体験を融合したものであり，

日常的な学習環境に課題を発見する多様な視点を育て，実際に改善する意欲と技能を高めること

から，他教科への波及効果も期待できるものとなる。 
本プログラム開発による研究成果と各学校での学習環境整備の具体的な事例等は，教材集の配

布等によって広く教育現場に還元する。 

 

２ 開発の方法 

本事業では，事前に研修場所となる学校の教育的課題を把握するため，図工室等の学習環境の

現状や既に児童が習得した図工科の単元内容を調査し判断することから始めた。事前調査に基づ

いた研修内容の最適化と学習環境の整備を大学が主導しながら各学校と協働する点が本開発プ

ログラム最大の特徴である。また，研修後の授業実践において研修内容を評価しＰＤＣＡサイク

ルへ繋げる点において，既存の研修制度を高度化した内容となっている。  
大学は，これまでの実績を基に図画・工作各領域の基礎的教材研究の多様化を図り，学校現場

に応じた最適化を主導した。教育委員会は，既存の公開講座やセンターを利用した教員研修とは

別に各学校現場での研修機会を保証し，研修制度の継続と恒常化に向けて協議を進める。 
開発した研修モデルは実践数の増加に伴い汎用性が拡大し実効性が高まるだけでなく，調査や

最適化に係る負担の軽減が可能となり継続性を保証できるものとなる。 
 
（１）研修対象 

・宗像市教育委員会・福津市教育委員会の各教委が所管する小学校６校。 
・小学校の教諭を中心に講師，管理職，職員全てを対象とする。 
・研修をおこなう学校の希望を優先するが，図工室での研修状況として効果的と考える 20 名以

内の受講者数を想定。 
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（２）研修日程 

 

（３）研修カリキュラムの評価・改善 

本事業の特徴でも示したように，研修を受けた小学校教員は研修内容を反映した授業計画を大

学教員と協働して作成し実践した。研修後の早い段階で，実際の授業として実践することで，小

学校教員は研修の成果を早期に体感することができた。また，授業実践の状況を評価することで，

授業実践教員のさらなる教育実践力の向上に向けた課題の抽出が可能となるが，本事業で開発し

た研修モデルの評価についても，知識や技術の側面から客観的に研修目標の修得度を検証するこ

とが可能となり，研修モデルの具体的な改善を盛り込んだＰＤＣＡサイクルの確立を目指す。 
本事業では，特徴の異なる６校での研修機会を設けており，それぞれの学校に則した研修内容

の最適化と学習環境整備スキルの向上における行程は，授業実践における検証を含めて連携する

教育委員会所管地域の各学校に共通する内容を展開することが可能となる。教員が修得し向上化

した学習環境整備スキルとその教育意欲等は，実際に整備された学習環境と同様に一定間隔の研

修を計画することで持続可能なため，同じ学校で繰り返す必要性は低く，本事業において開発し

時期等 内  容 目  的 

６月 

 

研修実施校の現状調査 

･･･研修希望内容を踏まえて，学校現場の学

習環境や単元の進行状況等を調査 

（現地調査参加者） 

大学教員，小学校管理職，担任教諭等 

研修内容の最適化に向けて課題を調査

し計画を作成 

学校の地域性や教育的課題を聞き取り

，学習環境の調査とともに児童や教員

に必要な研修内容について検討  

７月 

 

 

 

８月 

研修内容の最適化・学習環境の整備計画作

成 

学習環境の整備 

（整備計画・整備実践参加者） 

大学教員，小学校管理職，担任教諭等 

研修会の実践（各校，１日） 

（講師等）研修内容を専門とする大学教員 

学習環境の整備を協働して行い，問題

解決能力を向上 

 

学習環境の整備によって学習内容が向

上することや教科書の単元を学校現場

に応じて最適化する意義を理解 

９月 

～ 

１２月 

研修内容の検証① 聞き取り調査 

研修内容の検証② 授業実践 

（授業実践者）小学校担任教諭 

（調査・助言者）大学教員 

研修の成果がどのように指導に反映さ

れたかを調査し，研修内容の改善点を

抽出 

12月 

～ 

２月 

環境整備のまとめ 

･･･研修内容以外の単元にも対応可能な環

境整備を協働して実施 

（整備計画・整備実践参加者） 

大学教員，小学校管理職，担任教諭等 

抽出された改善点の解決策を練り，継

続可能な内容へと誘導 

３月 

 

協議会における総括 

（協議会参加者） 

各教育委員会担当者，事業代表大学教員 

研修モデルとして事例をまとめ県内・

全国へと発信 
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た研修モデルを近隣の小学校に巡回させる等，既存の研修体系に組み込み地域全体に普及させる

ことを予定している。また，本事業の研究成果は，教材集として教育委員会所管の各学校に配布

した。教育関係者からの客観的評価を受けることで改善を繰り返しながら全国へ波及することが

期待できる。 
教育委員会とは，本事業の成果を通常の研修体系に組み込むことを前提に協議を進めており，

経費の予算化など具体的な方策をまとめる。 
 

３ 開発組織 

（１）申請にあたっての連携状況 

福岡教育大学と宗像市は，平成１３年４月に連携協力事業の遂行に係る協定を締結した。同様

に，福津市教育委員会とは，平成１９年７月連携協力協定を締結している。 
また，平成２１年度に本学担当理事を会長とした「宗像市教育委員会，福津市教育委員会及び

宗像地区小・中学校と福岡教育大学との連携事業連絡協議会」を発足させ，年数回の定例会を実

施してきた。その内容は，研修をはじめそれぞれが抱える教育的課題を協働で解決していこうと

するものであり，宗像地区の教育振興を図るため，各教育関係者が地区の特性の良さに目を向け

て相互の関係を強め，福岡教育大学と宗像・福津両市教育委員会及び管下小・中学校との互いの

機能を強化，補完することを目的とした「宗像地区教育関係者合同研修会」を継続して共催して

いる。 
現在，連携中のプロジェクトとしては，平成 23-25 年度概算要求特別経費プロジェクト（文

部科学省）『実技教育支援コーディネーターの養成と配置効果の科学的検証 －図画工作・音楽・

書写の「実践知」習得を基盤とした「潜在的カリキュラム」の開発－』を協働して進めている。 
平成２４年度は，感性教育を担う図画工作科，音楽科，国語科（書写）の実技的側面に関する

実践的検証として，「実技教育支援コーディネーター」を研究拠点校となる３つの小学校に配置

するにあたって，年間を通した配置に係る給与体系や勤務体系等の課題を解決して，研究成果の

集約と検証を行なっている。事業で設定しているプロジェクト協議会は，大学担当理事・副理事，

教育委員会担当者と研究拠点校の学校長・教頭，大学担当教員・事務職員等で構成されており，

定期的に実務的な協議を行なうとともに，「宗像市教育委員会，福津市教育委員会及び宗像地区

小・中学校と福岡教育大学との連携事業連絡協議会」において報告し，今後の研究内容について

協議を重ねている。 
今回申請する事業内容は，現行のプロジェクトを遂行する中で学校現場の声として抽出された

現代的教育課題の解決をテーマとしており，教育大学と教育委員会，各学校との相互理解を深め，

連携の強化によって具体的な教育課題を発見し解決するための連携組織は順調に機能している。 
本申請事業については，「宗像市教育委員会，福津市教育委員会及び宗像地区小・中学校と福

岡教育大学との連携事業連絡協議会」において協議した後，各教育委員会の了承を得て申請に至

ったものである。各教育委員会だけでなく，小・中学校校長会を代表する各委員からも，学校現

場の学習環境の改善と融合した教員研修モデルの実践に期待されている。 
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（２）組織体制 

教員研修モデルカリキュラムの開発にあたり，連携事業連絡協議会を中心とした大学と教育委

員会の連携体制を確認するとともに，研修実施校の現状を踏まえた研修方式や研修内容を検討す

るために，以下のような組織体制で取り組んだ。 

大学教員は，４月から着任した図画工作科・美術科教科教育担当教員と図画（絵画）領域を専

門とする教員が研究を統括するとともに，研修実施校の要望を踏まえた研修内容に即して，その

専門性を有する研修実践担当教員を選出して研修に当たった。他の教員は，研修内容を共有して

それぞれの専門性を活かした教材の最適化を図り，教材集の作成に当たった。 

■福岡教育大学，宗像市教育委員会・福津市教育委員会 

No 所属・職名 氏 名 担当・役割 

１ 

２ 

 

３ 

 

４ 

 

福岡教育大学・理事 

宗像市教育委員会 

・教育政策課長 

福津市教育委員会 

・教育総務課長 

福岡教育大学・事務局 

次長兼連携推進課長 

黒見 義正 

安部 武彦 

 

溝辺 秀成 

 

三宅 信隆 

 

連携事業連絡協議会会長・事業の総括 

連携事業連絡協議会委員・事業の継続化に向けた

調整等 

連携事業連絡協議会委員・事業の継続化に向けた

調整等 

連携事業連絡協議会委員，事業事務局・事業の調

整等 

５ 福岡教育大学・講師 笹原 浩仁 研究代表 

６ 

 

福岡教育大学・准教授 

 

松久 公嗣 

 

連携事業分科会の進行、図画・工作及び鑑賞領域

の教材研究，研修の最適化と指導，教材集の執筆

・編集 

７ 

８ 

９ 

福岡教育大学・教授 

福岡教育大学・教授 

福岡教育大学・准教授 

阿部 守 

千本木 直行 

加藤 隆之 

研究実践・工作領域の教材研究，研修の最適化と

指導，教材集の執筆 

10

11 

12 

13 

福岡教育大学・教授 

福岡教育大学・教授 

福岡教育大学・准教授 

福岡教育大学・講師 

篠原 利朗 

宮田 洋平 

草尾 和之 

本田 代志子 

研究実践・教科専門の立場から教材研究・助言 

教材集の執筆 

14 

 

15 

 

16 

 

17 

 

宗像市教育委員会 

・指導主事 

福津市教育委員会 

・参事兼主任指導主事 

福岡教育大学 

・連携推進課主査 

福岡教育大学 

・連携推進課主査 

正路 澄代 

 

白木 照久 

 

久保 憲史 

 

川崎 由紀江 

 

教育委員会連携担当・連携に関する調整等 

 

教育委員会連携担当・連携に関する調整等 

 

事業事務局・申請窓口，連携に関する調整等 

 

事業事務局・申請窓口，連携に関する調整等 
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■研修実施校（宗像市：4 校，福津市：2 校） 

No 小学校名 教員総数 職・氏名（担当学年） 担当・役割 

１ 
宗像市立 

赤間小学校 
５１名 

教頭・江崎美那子 

教諭・次郎丸晶子（３年） 

他，教諭・講師 17名 

（参加総数：１９名） 

連携窓口 

授業実践 

 

 

２ 
宗像市立 

日の里西小学校 
２５名 

教頭・横川哲朗 

主幹・中野壽三 

講師・安部眞理子（5年） 

他，教諭・学支援 9名 

（参加総数：９名） 

 

 

連携窓口，授業実践 

 

 

３ 
宗像市立 

玄海小学校 
１３名 

校長・坂田紳一 

教頭・有馬昌一郎 

主幹・藤周作 

教諭・大久保三佳乃（3年） 

他，教諭・講師 ２名 

（参加総数：６名） 

連携窓口 

 

 

授業実践 

 

 

４ 
宗像市立 

大島小学校 
９名 

校長・水﨑浩克 

教頭・鎌田隆徳 

教諭・松木大輔 

教諭・伊藤桃子 

他，教諭 ５名 

（参加総数：９名） 

 

連携窓口 

授業実践 

授業実践 

 

 

５ 
福津市立 

津屋崎小学校 
29名 

校長・吉田善仁 

教頭・木庭竜之助 

主幹・木下美紀 

教諭・石津安信（4年） 

他，教諭・講師 25名 

（参加総数：２９名） 

 

 

連携窓口 

授業実践 

 

 

６ 
福津市立 

勝浦小学校 
９名 

校長・矢野明弘 

教頭・薄俊哉 

主幹・太田剛 

教諭・吉田智子（1年） 

他，教諭 ５ 

（参加総数：９名） 

 

連携窓口 

 

授業実践 

 

 

 
※福津市立津屋崎小学校・福津市立勝浦小学校は，福津市教育委員会の方針で，今年度夏期一般

研修として実施することから，原則全員参加の体制をとることとなった。 
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Ⅱ 開発の実際とその成果                 

１ 研修に係る連携協議会の記録 

 ６月以降の研修に備えて各教育委員会連携担当者と研究代表による連絡協議会を設置し，研修

実施校の選定に向けた日程を設定した。各市の校長会において事業内容を説明し，研修実施校を

募った。また，研修実施校には以下の条件を設けた。 

 １：研修の参加者は担任教諭を含む教職員とし，管理職や講師等を含めても良い。 

 ２：応募するに当たっては，学校規模に準じた最低参加者数を設定する。 

   １学年１クラス規模・・・３名以上 

   １学年２クラス規模・・・５名以上 

   １学年３クラス以上・・・７名以上  ※原則として２０名程度まで 

３：調査・協議・研修に複数の参加者が協力できること。 

４：研修参加者の内，１名以上の担任教諭が授業実践を行うこと。 

５：参加者全員がアンケート調査に協力すること。 

 

 応募された小学校には研究代表者が説明に伺い，事業内容を再確認して選考に当たった。希望

校が多く，教育委員会の意向を踏まえて，当初予算の減額対応で６校を採択した。 

年月日 実施内容 実施状況 

2013.4.10 本事業に関する教育委員会との連絡会 

（宗像市教育委員会） 

（福津市教育委員会） 

 

本事業の採択を受けて，４月の人事異動に関

連した組織及び担当者の確認と，研修に係る

日程の調整を行う。また，本事業終了後の継

続的な研修の体系化について協議した。 

2013.4.12 宗像市小学校校長会での事業説明会 

 

研修実施希望校の募集に関して，校長会にお

いて本事業の説明を行う。翌日，応募様式（案）

を教育委員会担当者に提示し，修正を加えて

各小学校に送付された。 

2013.4.22 福津市小学校校長会での事業説明会 研修実施希望校の募集に関して，校長会にお

いて本事業の説明を行う。応募様式（案）は

事前に教育委員会担当者に提示し，説明時に

配布された。 

2013.5.9 研修実施校選考会（福津市教育委員会） 研修実施希望校の応募を受けて教育委員会担

当者と協議のうえ，実践校を決定した。 

2013.5.13 研修実施校選考会（宗像市教育委員会） 研修実施希望校の応募を受けて教育委員会担

当者と協議のうえ，実践校を決定した。 

希望校 4 校に対し採択予定校は 2 校である

が，教育委員会からの要望を踏まえ，減額対

応で 4 校を採択することとした。 

2013.5.30 本事業に関する教育委員会との連絡会 決定した実践校について確認し，今後の計画

について協議した。 
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２ 各研修実施校での研修報告 

（１）宗像市立赤間小学校を中心に 【大学担当教員：松久公嗣（絵画）】 

■研修のねらい  
宗像市立赤間小学校では，平成２２-２３年度の専科教育プロジェクトにおいて，既に図工

室整備と準備室の整備が進んでおり，その後も図工室を活用した授業展開がある程度なされて

いる。備品・消耗品を確認したが，版画インキを共用で購入し常時管理している点や，版画用

バレンを追加購入し，購入年度のシールを添付して数を管理するなど，一度整備された状況を

継続して維持できている。他の小学校と比較して基礎的な図工室整備ができていることから，

クラブ活動や地域貢献事業の課題にも対応可能な備品や画材の整備を進め，より高度な図工室

の活用と図工科授業の展開を図ることとした。 
図工室の状況に比例して，教員の図工に対する理解度も高く，食紅を使用した低学年での「色

水あそび」から，高学年での「版画裏彩色」といった系統立てた教材研修を軸に据え，宗像市

が進める小中一貫教育にも有効な色彩に関する研修を行うこととした。 
これによって，小中一貫教育での小学校図工科の役割と「共通事項」の理解が深まり，より

適切な図工科教育の実践が可能となる。 
また，どの学校でも必ず指導する「木版画」について，彫刻刀を研ぐ研修を設けることとし

た。彫刻刀は購入後に４年程度使用することとなるが，１年で彫りの具合が悪くなる。彫刻刀

研ぎ機を整備し，その使用法を習得することで，どのクラスでも適切な使用法と様々な技法を

指導できるようになる。用具の扱い方や伝統的な文化芸術を理解する方策としても適している

ことから，今回の研修に採り入れることとした。 

■日程など 

 （１）図工室整備（協議）  ７月２２日（月） ９:００－１０:３０ 

 （２）図工室整備（整備）  ７月２９日（月） ９:００－１１:００ 

               ８月 ５日（月） ９:００－１０:３０ ※追加 

 （３）図工室での本研修   ８月２７日（火） ９:００－１２:００ 

 （４）研究授業の実践    １月１５日（水）１４:０５－１４:５０（授業） 

                       １５:１５－１６:３０（協議会） 

■図工室整備（協議） 

・切り出し小刀も良く切れる状態で管理されている。 

・工作台の天板は５mm 厚合板を貼ってから６年が経過して，新たな傷が目立っているが裏

返して貼り替えることで対応可能である。ただ，２３年度に大学の廃棄机を移管した台に

ついては，天板の貼り替えもなく整備の必要がある。 

・図工室机天板の張り替え １．182☓87.2ｃm  ２．180☓87.7ｃm 

              ３．180☓90ｃm（裏面が汚い場合の予備として） 

・糸のこについても６台の糸のこが専用の台に固定されしっかりと管理されているが，振動が

大きく，児童が押さえる必要があるなどの問題点が挙げられたので，防振・防音マットを

設置することとした。 
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・２９日の図工室整備では，各学年から１名の先生が整備に参加するということもあり，天板

の貼り替え，防振・防音マットの設置を中心に共同で整備にあたることとする。 

・箱いす・・・37 脚有り，2 脚は丸いす 

       できれば同様の箱いすを 3 脚追加し揃えたい・・（絵画 2 予備を移管） 

・研修で食紅の教材研究を希望されたので，食紅関係の画材を整備することとした。 

 ・・・関連してスポイトや容器の購入も必要となる。 

・スクラッチ絵画を提案し興味を示されたので，蜜蝋ワックスを購入することとした。 

・他に，作品展示ホルダー，紙バンド等を整備する方向で計画することとした。 

・大学生が作成した参考作品や，他校の児童が作成した作品のコピーを展示するなど参考とな

る作品の展示を行う。 
・廊下に展示跡（テープ跡）が残っており，テープはがしスプレーで剥がすこととした。 
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■図工室整備（整備） 
・天板の貼り替え 
  以前の貼り替えで使われた板を裏返して使用したが，裏面の木目が荒く，パテ埋めで対応した。 
 その為，さらに上からペンキを塗ることとなった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 釘で止めずにガムテープで４辺を押さえて固定する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 パテを充分に乾かしてから，舞台背景のようにいろいろな色を重ねながら，最終的には白に 

近い色になるようにする。 

 
 
 
    天板のきれいなものには， 

ペンキを塗らず，木の無   
垢な雰囲気を残した。 

 

 

 

奥：ベニアのまま 

手前：ペンキ塗布 
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 本研修で使用した際に，ベニアのまま残した天板は食紅の細かな色が染みついたが，ペンキを

塗布した天板は，容易に拭き取ることができた。これまでは板のままで使用するか，薄くニスで

吹き上げて完成としていたが，ペンキを塗布することも有効で有ることが分かった。 
 また，真っ白に塗るのではなくペンキを重ねることで美しいマチエールを表した。この色彩的効

果が，児童の創造力育成にどの程度有効かは今後の劣化状況や児童の使用の様子を確認したい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ベニア無垢                      ペンキ塗布 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電動糸のこ盤は，防振マットを敷いてからボルトで固定しなおした。他の学校で試行して，振動が大幅に減少する

ことが確認されている。宗像市の小学校では，３年前までボルトの固定が外れているところも多くあり，使用しない

児童が押さえながら制作している光景が見受けられた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 用具や絵の具は写真と個数をラベルにして貼り，児童でも一目で分かりやすくする工夫がなされた。 



14 
 

 小学校では児童が制作した作品を全て返却してしまうため，参考作品が残りにくい。今回の整備

では大学生が作成した参考作品や，児童に了承を得たものを図工室の後部壁面に展示した。学年や

単元の名前を付けることで，何年生でどのようなことができるのか楽しみに待つ児童が増えた。ま

た，新しい単元が始まる際に作品を指しながら，具体的な指示が出しやすくなった。 
 参考作品を展示することで，その作品を真似る児童が増えると思われがちであるが，これまでの

経験上そのような心配は一切いらない。子どもたちは理屈でなく体験的・体感的に理解し，納得が

ゆくと豊かな表現活動を行い，自分だけの表現を模索することができる。 
 図工室に作品を展示することは，児童の豊かな感性を刺激するだけでなく，教員が自信を持って

分かりやすく指導する時にも大きな支援となる。よく，印刷物の名画が色あせて展示されている場

面を見るが，できれば画材や紙のテクスチュアが視覚的にも認識できる，本物の作品を展示したい。 
  
 
 

 今回の環境整備では，研修に参加する 
教員が声を掛け合って，児童の作品を集 
めた。どの作品が適しているか考える中 
で，教員の図工的な思考がプラスに作用 
しているのがよく分かる。 
 また，単元名を付けるアイディアは， 
教諭の話し合いの中で提案されたもので， 
整備が進んだ図工室をより良い環境に改 
善しようとする教員の意欲が高まったこ 
とを示す好例である。 
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■教材の最適化 
 図工室の整備が終了するとともに，その場で有効な研修内容とその研修に有効な教材研究を進

めた。今回は「食紅」を使った絵の活動について本研修を行うこととなり，現職教諭の求める内

容に加えて，学校の特色や図工室の環境などに適した教材へと最適化を図った。 
 「食紅」を絵の具として活用することで，光を通した濁りのない色の混色あそびが可能となる。

また，色の混色には相当薄めたものを使うが，一定の濃度で絵の具のように使用すると発色の良い

共用絵の具として活用することができ，今までにない表現が可能となる。 
最近，絵の具の混色を苦手とする児童が増えている。図工室を使用しない場合，教室の近くに洗

い場があるとは限らず，あっても蛇口の数が少ない。その結果，教室で図工を完結させてしまう先

生は，図工の時間に筆洗バケツを使わなくて済むように絵の具をそのままの濃度で画面にぬらせて

いる場合がある。３原色を中心に上手く混色することでいろいろな色が生まれることを，早い段階

から経験させなければいけない。 
 さらに，低学年から始めることのできる色水あそびから，水分量を調節して意図した濃淡をつく

る技能を習得させ，自由に混色できる技能とともに，自由な表現と豊かな感性を育てるための方策

を，系統立てて解説できるように，最適化した用具と材料を準備した。 
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 食紅を専門の業者から大量に購入して色水あそびに活用したり，発色の良い染料系の絵の具と

して使うアイディアは，昨年度まで小学校で教鞭を執っていた，本研究代表の笹原の教材研究を

基にしている。これまでの実践から，水と食紅の分量や保存方法，利活用場面の蓄積は充分に行

われているが，本事業ではこの教材研究を基に対象となる学校現場や児童の様子に合わせて最適

化して提案することが肝心である。 
 まずはこれまで通りに工夫された準備段階を経て，一般的な研修内容を設定する。絵画を専門

とする松久が担当する宗像市立赤間小学校ならびに宗像市立玄海小学校からは，秋の児童画県展

に対する指導方法と審査の観点について学びたいという要望も寄せられていた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 そこで，食紅絵の具を活用した「鯉のぼり」を作る内容

と，「木版画」の裏彩色技法を学ぶ笹原考案の単元を軸に

研修の構想を立てた。 
 さらに，赤間小学校では冬の時期に近くの街道や寺社で行

われる「夢灯籠祭り」に竹と和紙で作成した竹灯籠を展示し

ている。これは授業とは別にクラブ活動において作成するも

のであるが，明かりを灯して魅力的でありながら，近隣のコ

ミュニティセンターに昼間展示しても魅力的なものということで，いつも頭を悩ましているとい

うことであった。市販されている蝋を溶かして透明な絵の具とし，障子紙に描画すると「バチッ

ク」の技法と同様に透明絵の具で描いた部分は食紅絵の具をはじいて透明なまま残り，発色良く

描かれた部分も明かりを通して美しい色彩を放つ。 
これらの笹原の先行研究を基に，小学校の学年に沿って発達課程に即して展開することのでき

る研修内容に最適化して，食紅絵の具の教材としての魅力を伝えるものとすることとした。 
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 裏彩色技法では，表の墨版を活かした彩色が重要となる。本来であれば版画の制作だけで研修

が終わってしまうところを，大学生が制作した版を借りて大量に墨版を作成し，この墨版に思い

思いの色を着色する方法をとった。限られた時間で効果的な研修とすること，食紅絵の具を用い

た単元を系統立てて習得することを重視しての判断である。 
 食紅絵の具は，筆にたっぷりと絵の具を含ませて画面の中で色が混じり合うように描いていく

のがコツとなる。はじめの１・２枚は，繊細に表現しようとしてたっぷりとした絵の具の置き方

が分からないようであったが，３枚４枚と数を重ねることで，コツをつかんでいく様子が確認で

きた。小学校の現場では，刷る手間を考慮して１・２枚の作品を大切に完成させることが多いが，

このような研修を体験することで，単元の目的や画材の特徴にあわせた柔軟な指導の必要性と，

自ら体験することの大切さを感じてもらえたようである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 灯籠の制作では，溶かした蝋を筆に含ませて模様や図柄を描くことから始めた。灯籠に適した

一定の強度を持つ和紙を探し，ホームセンターで安価で手に入る障子紙を選択した。今後も継続

して活動を行う場合，安価で購入できるものを選択するのは重要である。 
 蝋を溶かすには，写真では電熱器を用いているが，研修では家庭科室にあるホットプレートあ

るいはガスカセットコンロを用いることとした。すでに学校現場に備品として整備されているも

のを活用し，やけどの恐れも少ない安全な器具を使用することとした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

蝋で描いた部分は，より光を通すハイライトの役割を果たす。 
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■図工室での本研修 

１：彫刻刀研ぎのミニレクチャー（２０分） 
２：食紅の使用方法（３０分） 
３：色水遊び（３０分） 
４：色水遊びから絵の具の混色につなげる（１０分） 
 
休憩（１０分） 
 
５：版画の裏彩色（３０分） 
６：５年生が行う「夢灯籠」に活用可能な， 

蝋と食紅を使った模様描き（３０分） 
７：その他，鯉のぼりなどの紹介（２０分） 
                          彫刻刀研ぎの実践 

計３時間 
 
準備するもの 
・食紅（紅・黄・青）２５０ｇ缶 各１ 
・プラスティック容器  

児童用（図工室整備品を使用），展示用（研修後移管） 
・スポイト（図工室整備品を使用） 
・食紅溶剤管理容器（研修後移管） 
・デジタルはかり   ・さじ 
・障子紙（多めに購入し，研修後移管） 
・版画用紙   ・版画見本（参考作品など） 
・蝋（多めに購入し，研修後移管） 
・鍋  ・電熱器  ・筆（蝋用） ・筆（食紅用） 
・鯉のぼり用材料一式，参考作品 
・彫刻刀いろいろ 
・灯籠参考作品 
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 研修者は，みな童心に返ったように活動に没頭していた。図工科の教材研究は本来こうあるべ

きである。楽しさや感動は教員の態度や表情となって児童にも伝わるものである。また，もとも

と図工の指導に苦手意識を持っていた教員も「これでいいんだ！」と理解し集中出来ていた。 
終了後の感想としては，時間が経つのが早く感じたようである。実際に，もう少し活動を延長

したいという申し出があり，予定時間を２０分ほど延長して研修を継続した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 竹を用いた灯籠づくりも問題なく終了できた。この

絵の具を用いることで，昼間に明るいところで見ても

魅力的で，夜に明かりが灯ることでさらに魅力の増す

灯籠づくりが可能となった。 
 
 
 
 

作成した紙をくるっと巻き，

テープで仮止めすることで 

簡単に完成することができる。 
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３ 研究授業の実践 

 ここでは，大学との連携や研修で得た教育実践力を評価することを前提に，食紅絵の具を使っ

た授業実践について考察を深める。今回のプロジェクトでは，学校行事との兼ね合いから研修で

主体的に学んだ内容をそのまま授業として実践できた例は少なかった。そこで，小中一貫教育を

想定した研究授業で実践された内容を合わせて提示し研究授業の実践のあり方を述べる。 
 
 
単元名：『色水を使って』 

○ 本題材はいろみずを作るという素朴な活動の中で，３原色だけでも混ぜ方によって無限の色

を作り出せることに体験的に気づき，自分の気持ちにあわせた色を作り出したり，様々な美

しさを味わえる題材である。 
 
○ 子どもたちは，クーピーや色鉛筆を重ねて塗ったり，クレパスを画用紙の上でこすって混ぜ

合わせたりなど，色を混ぜることに関心を持っている。第２学年『マグネット・マスコット』

では，カラーねんどを使って活動を行い，色を混ぜることを楽しみさらに期待を高めている。

しかし，第１学年，第２学年での絵の具を使った活動では，決められた絵の具を共同で使っ

たため，色を混ぜる活動は行っていない。絵の具のような液体状の材料での混色活動に関し

ては，その楽しさ自分だけの色を作る喜びを十分に味わえていないと言える。 
 

○ 本単元では，色を混ぜて自分だけの色を作る楽しさと喜びを体験させたい。本活動では食紅

を溶いた水溶液を混ぜることによって混色を行い，３原色を使って様々な色が作れることを

発見させ，自分だけの色作りを楽しむ。教科書には絵の具やインクを使った方法が記載され

ているが，混色の美しさや材料費の観点から食紅絵の具の水溶液を採用した。 
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■学習の流れ 
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23 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 担当教員は自らの感動体験に基づいて，児童の活動の様子を想像した適切な用具や絵の具を準

備できていた。教員の感動体験は，その単元の最も重要視したい本質に合致することが多く，研

修によって得た経験が活かされた学習環境の整備がなされていた。 
 また，窓際に置かれた色水は，限られた時間内に色水をふんだんに使用できる安心感を間接的

に児童に与えるだけでなく，光を透過した色水の美しさを利用して空間を演出する効果を狙って

設定されている。これにより，図工室はより創造的な空間に変化している。さらに，小中一貫教

育の見通しを持って「色相環」が掲示されているが，中学の内容を前倒しに積み込む学習ではな

く，美しい色の視覚的効果をねらった体験として利用されていることから，中学校美術科への繋

がりを意識した適格な環境整備であることが分かる。 
 研修で提案した教材に加えて，担任教諭独自の工夫が随所に見られるこの研究授業は，環境整

備を終えた時点で一定の学習内容を保証できるような，お手本となる授業であると評価できる。 
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 この授業実践とは別に，下に示した画像はクラブ活動で制作された灯籠制作の例である。光を

通した色彩が美しく，点灯時には児童から歓声が上がったと聞いている。昼間に展示されている

状況でも図柄のデザインが美しく，充分に展示空間を彩っている。 
これらのことから，本授業実践ならびにクラブ活動の実践内容を総合的に判断すると，本モデ

ルカリキュラムの実践によって，図工室を活用するために必要な学習環境整備スキルは確実に向

上しており，即効性のある研修プログラムとして機能していることが確認できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■協議会での評価 

 
 授業終了後に時間を設け，自評ならびに参観者からの客観的な評価がなされた。研修内容を反

映した授業内容と，用具の設定や参考作品の提示，鑑賞作品の展示といった図工室の環境整備に

おいて好評価を得た。充分に考察された内容と授業計画によって授業は適切に進められ，子ども

たちは楽しく活動を展開することができていた。また，友だちを話しながら自他の作品を見せ合

うなど，自然な鑑賞交流がなされており，活動プリントにまとめを記入するに当たっては，それ

ぞれの児童がイメージした色を求めて，試行錯誤しながらも達成感を得ることのできた内容が示

されていた。 
 参観者からも，広い共同空間を有する図工室を活用することで，色水を使ったグループ活動が

スムーズに展開されており，グループ交流が活発であった点や，光を透過させることでより発色

良く混色が可能となる食紅絵の具を使うことで，子どもの学習意欲が高まっていた点などが高く

評価された。 
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■課題 
 今回の授業実践は，日常的なレベルの授業ではなく入念に準備された内容であった。他の教員

の補助が必要な部分もあり，そういった側面から評価すると特別な授業になっていた感は否めな

い。しかし，本プログラムでは教員が自律的に課題を発見し解決する能力の養成と，その継続性

を重視している。日常的に実践するのは困難でも，一度習得した方法論は図工だけでなく他の教

科でも活用できる。今後はそういった感覚で他の教科にもあたり，より一層の教育実践力向上を

目指してほしい。 
 また，参観者も図工室を活用した本単元に魅力と可能性を感じており，さらにデジタルテレビ

や実物投影機を用いて，他の児童の色水を視覚的に共有できるような発展的改善案も述べられた。 
 後述するアンケート調査にもあるように，図工室に移動することは時間的なリスクを伴う。今

回の授業は他の時間との兼ね合いが上手くいっていたので好条件で実現できているが，日常の時

間配分で同様の授業が展開できるとは限らない。図工室や教室を使った図工について，今一度メ

リットとデメリットを精査しつつ単元とのマッチングを検討していきたい。 
 

４ 教材集の作成 

今回の研修で，整備された図工室や学校現場に最適化された単元を中心に，研修の様子を共有

していた他の大学教員による教材案の提案を「教材集」としてまとめた。 
申請当初は図画課題５課題，工作課題５課題，鑑賞課題５課題の１５課題を事前教材研究とし

て開発し，研修実施校や地域の特色を加味した最適化を４課題想定していたが，研修実施校が６

校に増加したことに対応して，最終的には図画課題１０課題，工作課題１０課題，鑑賞課題５課

題の２５課題を，最適化された課題を含めて教材集にまとめることができた。 
 教材集はカラー刷りで冊子化し，宗像市教育委員会・福津市教育委員会所管の各小学校に勤務

する管理職を含めた教員・講師全員に配布した（５３０部）。現職教員の感想は良好で，非常に

分かりやすく参考になったとの感想をいただいている。 
 当初計画していた授業光景の DVD 化については，研修実施校の増加に対応した予算の変更に

伴い，次年度以降の研修機会に参考となる画像データとして編集することとした。また，本学美

術教育講座では，平成２６年度中の講座独自のホームページリニューアルを計画しており，本プ

ロジェクトにおける成果はそのリニューアルに合わせてまとめ直し，全国に向けて発信すること

とした。 
 
 次頁以降に，本プロジェクトで実践した図工室整備の記録と，研修を基にした研究授業実践記

録の一部を掲載する。また，研修ならびに授業実践の成果を反映した教材６件を参考事例として

掲載している。書式としては冊子化を意図した頁構成に加えて，２～４頁構成とすることで，各

単元を抜き刷りして本プロジェクトの継続的な研修会やその他の現職教員研修会で活用できる

ようにしている。 
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５ アンケート調査 

 全ての研修が終了し最適化された教材をまとめた教材集を全教員に配布するとともに，研修へ

の参加の有無に関係なく，全教員を対象としたアンケート調査を実施した（平成 26 年 3 月）。 
 各表には研修実施校を A~F で表記している。表内の数値は学年別に集計されたものが多かっ

たため，参考程度に記載している。ここでは，全体の偏り具合を中心に個別に記載された意見に

ついて考察する。 
 
（１）アンケート集計 

■回答者の教員勤務年数      

教員年数 A B C D E F  

１-3 年 1 1 0 0 1 2 5 

 4-10 年 1 3 1 3 1 2 11 

10-20 年 0 2 2 0 1 0 5 

21 年以上 5 7 1 3 1 4 21 

■回答者の担当学年      

担当学年 A B C D E F  

1 0 0 0 1 1 1 3 

2 1 1 0 2 1 1 6 

3 3 1 1 1 1 1 8 

4 0 3 1 0 1 1 6 

5 0 2 1 2 1 0 6 

6 0 1 1 2 1 1 6 

その他 1 1 0 0 1 1 4 

 

質問① これまで，図工室を活用されていましたか。 

 A B C D E F  

ほとんどの授業で活用 0 1 0 2 0 1 4 

ある程度活用 3 5 3 1 5 4 17 

あまり活用していない 3 7 0 0 0 2 12 

全く活用していない 0 1 1 2（１） 0 0 4 

※活用できなかった理由 

・低学年は移動に時間がかかる。  ・移動するのに時間がかかる。 

・有効活用の方法が分からないから。 

・図工室の使用割（使用できる学年割り当て）が少ない。   

・全学年 15 クラスが使用するには，時間が重なってしまう。 

・木工以外は教室の方が授業しやすかった。使用割も決まっているので。 

・教室の方が移動時間がなく，道具（画用紙など）の持ち運びがない。 

・使用する必要がなかったので。  ・教室で間にあうので。  ・教室でできる。 

・普通教室でも可能な題材・授業がある。図工の備品が充分でない。 

・現在 1 年生担任で，教室より遠く，またテーブルも高いので。  ・低学年のため必要がなかった。 
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・特支だから，あまり機会がなかった。 

・図工は担当の先生にお願いしていたため。   

・兼務の先生が毎回活用されていました。私自身は図工を受け持っていません。                                                      

 

質問② 今回の図工室整備は授業を行うにあたって有効か。 

 A B C D E F  

とても有効 5 4 0 2 5 5 21 

ある程度有効 2 10 2 4 0 3 20 

あまり有効でない 0 0 1 0 0 0 1 

全く有効でない 0 0 0 0 0 0 0 

※有効または有効でない理由 

・環境の整備は大切と思うから。  ・整備した方が使いやすいため。 

・道具類がきちんと整備され，使い方も指導頂けたので。   

・活動しやすい。参考作品がある。友だちの作品を見て交流できる。 

・教育大の先生が関わっていただくことで，職員が図工室整備を意識することにつながった。 

・図工室を使った時に机が整備されていて助かった。 

・子どもたちの活動意欲を高めることができる。   

・環境が良くなり，子どもたちも気持ちよく授業に取り組める。 

・児童・生徒が作業しやすい環境になったから。  ・整備されていると使いやすい。 

・児童に見本としての作品を作成して飾ったり，整備したりして，きれいな図工室になった。 

・テーブルに板を貼っただけで気持ちよく使えるようになった。 

・材料や道具等もどこにあるのか分かりやすく，使いやすい。 

・児童の作品（途中のもの）が，整理しやすくなった。  ・作品棚ができて良かった。 

・説明がなく知らなかった。 

 

質問③ 今回の研修制度（勤務する学校の図工室で行う）は教員にとって有効か。 

 A B C D E F  

とても有効 5 4 0 3 5 5 22 

ある程度有効 1 8 2 3 0 3 17 

あまり有効でない 0 0 1 0 0 0 1 

全く有効でない 0 0 0 0 0 0 0 

不参加のため不明 1 2 1 0 0 0 4 

※有効または有効でない理由 

・知らないことが多く，勉強になったから。  ・知らないことがたくさんあるから。  

・どのように授業をしたら良いかわかった。   ・専門の先生から教えて頂けるので。 

・いろいろな教材・教具を紹介して頂いたからよかった。  ・教具教材の活用法が分かったから。 

・自校の図工室活用のヒントを得られるため有効。 

・なかなか”図工”研修に行く機会がないものにとっては有効。 

・実際に活動しながら研修できたので，非常に勉強になった。 

・実際に図工室の利便性を感じることができる。 

・図工室の整備も，図工の研修についても意識付けを行うことにつながった。 

・自分がやってみることで，図工の楽しさが分かった。こんなこともできるのかと参考になった。 

・特に大島の場合，来て頂けたので良かった。   
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・わざわざ他の場所に時間をかけて移動しなくて良かったから。 

・説明がなく知らなかった。   

・研修があることを全教員に周知して行う。希望する内容について指導・研修を受けると良い。 

・教員にとってプラスだと思いますが，事前の情報がもっとあると良かったのでは？ 

 

質問④ 今回の研修内容は教員にとって有効か。 

 A B C D E F  

とても有効 4 4 0 3 5 4 20 

ある程度有効 3 8 1 3 0 4 19 

あまり有効でない 0 0 2 0 0 0 2 

全く有効でない 0 0 0 0 0 0 0 

不参加のため不明 0 2 1 0 0 0 3 

※有効または有効でない理由 

・授業後の教室での先生のお話は，とても参考になった。 

・とても楽しかった。  ・内容が非常に分かりやすかった。 

・1 回だけではなく，数回にわたって関わって頂けたので，職員の意識を継続できた。 

・全教員が参加できるとより良いと思える。 

・造形あそびの取り組みが高学年になるほど少なくなっていたが，道具（ドリル）の使い方を知ったこと

で，子どもへの指導ができ，はばが広がった。 

・知らないことがたくさんあるから。  ・自分が分かると指導しやすい。   

・研修内容を授業に活かすことができる。 

・指導の参考になった。  ・どのような授業をしたら良いか分かった。 

・子どもたちと楽しく作品作りができました。 

・実際につくることができ，図工の楽しさを改めて感じることができた。 

・技法等で新しく体験した内容があったから。  ・様々なアイディアを研修できたから。 

・説明がなく知らなかった。   

 

質問⑤ 今後，図工室を活用されますか。 

 A B C D E F  

ほとんどの授業で活用 2 1 0 2 5 2 12 

ある程度活用 5 15 4 4 0 6 34 

あまり活用しない 0 0 0 0 0 0 0 

全く活用しない 0 0 0 0 0 0 0 

※活用したくない（できない）理由をご記入下さい 

・必要に応じて。  ・さらに備品，使い勝手が良くなるとよい。 

・何年生を担当するかで異なります。 

・内容によっては活動しやすいから。 

・テレビ・パソコンを用いた鑑賞ができない。 

 

質問⑥：本プロジェクトにおける効果について 

⑥－１ 児童への教育効果 

・広い図工室の机や棚で作業できた。友だちとの交流がしやすい。 

・教員が研修を積めば，児童に効果が出る。 
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・これまでにない造形あそびを体験することができた。 

・用具の整理，充足され，環境面での充実。  ・ものがたくさんあるという事は，とても有効である。 

・教具が豊富にあり意欲的にできた。 

・粘土等，道具を揃えてもらえたので，とても便利だった。  ・粘土がたくさんあって活動が広がった。 

・実際には学年の学習内容（カリキュラム）との関係もあり，あまり生かせなかった。 

・子どもたちの作品を保管できるようになりました。他学年の作品も気になるようです。 

・図工室が整備され，お手本となる作品が飾られているので，非常に子どもたちも興味関心を持って学習

に臨むことができた。 

・図工の楽しさが分かった。 

 

⑥－２ 教員への効果 

・指導力の向上。図工に対する意欲・関心の向上。 

・他学年の作品交流。 

・教材研究や教材開発のヒントを得ることができた。 

・配られた冊子が見やすく，実践してみたいと思った。 

・造形あそびを啓発することができた。 

・用具の扱いの理解。 

・研修では道具の選び方・使い方をはじめ，図工科学習のあり方についても学び，よい学びの機会となり

ました。 

・道具や材料の使い方を詳しく教えて頂き，子どもたちへの指導に生かしたいと考えることができました。 

・教員のスキル向上。図工に対する興味の向上。 

・実際の教室で研修ができて，効果的だった。 

・今後の知識（技能）としてはよかった。 

・新しい知識を得ることができた。 

・買っていただいたものを活用する教材を考えることができた。 

・指導過程や声かけ等，実際に参観できた。 

・図工室が整備され，お手本となる作品が飾られているので，具体的に「このように」と作品を指し示し

ながら授業を進めることができた。 

・研修で実際に授業に関わる作品をつくったので，教材研究にもなり，授業構想力も高まった。 

・図工の授業の仕方がわかった。 

 

⑥－３ その他の効果 

・図工室の整備のきっかけ。 

・教具・教材が揃った。 

・図工室の活用率が上がった。 

 

質問⑦：本研修制度に係る改善（問題）点について，具体的な改善案などあれば，ご助言願います。 

⑦－１ 研修時期について 

・夏休みでよかった。  ・夏休みの時期がいいと思います。  ・夏休み中心でよい。 

・夏の暑い時期でしたが，よかったです。 

・色々なことを考えると，やはり夏期休業中が時間的にはとりやすいかなと思います。 

・夏休みでなければ実施できないと思います。 

・適当だったと思います。ただ，本年度は防災教育の中間報告会に向けての指導案作成，出張等と重なり，

当初の予定の参加人数より少なくなった。日程調整が夏休みと言ってもなかなかむずかしい。 

・多学年にわたって，計画的に進めてほしい。 
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⑦－２ 研修内容について 

・２学期の県展（描画・版画）に向けての技術指導を。 

・午前午後で，工作と図画に分けて研修があればと思いました。 

・多学年にわたって，計画的に進めてほしい。 

・担当以外の教員も参加すればよかったと思う。 

・事前に内容を教えて頂くと助かります。 

・今回の内容は学校側からの要望だったが，ためになった。 

・教材・教具の開発のアイディアが知りたい。 

・非常に参考になりました。 

 

⑦－３ 教育大学との連携について 

・前みたいに支援教員みたいな人が来てくれると良いなと思う。 

・日頃，研修しにくい教科なので，連携して頂くと大変助かります。 

・学生が支援してくれると，より有り難いと思う。 

・学生を通してでもいいので，連携システムをより一層確立していくといいと思いました。 

・よいと思う。できればきちんと説明があった方がよいと思う。 

・とてもありがたいです。時間の調整等が難しいですが，実際に授業に入って頂いたこともよかったです。 

・年１～２回とかではなく，美術教育の交流研修という観点から，日常的に交流ができることが望ましい。 

・わざわざ学校まで来ていただいてありがたい。 

・教育大との連携を今後もお願いしたいという教員からの要望があり，現場と教育大の連携をすることが

可能になる。 

・非常にありがたいです。 

 

⑦－４ 予算について 

・予算はできるだけ多い方が活動（研修・整備等）がやりやすい。                         

・あればあるだけ良いが，今回の予算でも充分である。 

・次年度もこのようなプロジェクトがあるといいと思う。予算が組まれていてありがたい。 

・学校の予算は少ないです。 

 

 

（２）アンケート結果の考察 

 アンケートでは，事業に対する好意的な意見が多く寄せられており，本研修内容が好意的に受

け取られていることがわかる。しかし，本事業の本質を理解し教育実践に活かそうとしている教

員は一部に限定される。多忙な教員にとっては，本事業による研修や研究授業も，数多くある研

修や研究授業の一つとして認識されていたように思える。今回は，通常の勤務で活用するあるい

は目にする図工室が整備されたことで，各教員の意識には残っているはずである。また，研修の

成果を確認・評価するための授業実践では，学習環境の整備等適切な設定がなされていた。これ

らのことから，図工の教育効果を認識している教員には，さらに教育力を向上させる効果があっ

たと思えるが，もともと日常の中に課題を発見しようとする意識の薄い教員にとっては，本事業

のような研修を継続して提供し，意識改革を図ることが必要であると分析する。
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Ⅲ 連携協力による研修についての考察 

１ 連携を推進・維持するための要点 

 本事業では，実際に教員が勤務する学校現場の学習環境のうち，図工室という限定した空間を

大学教員と協働して課題を発見し，解決するという新たな研修方法を提案した。当初は肉体労働

的な内容を含む図工室整備について気ののらない様子も伺えたが，共通認識を得ることが出来る

ようになってからは，本事業の主旨を理解した発言や行動が見て取れるようになった。 

 今回の事業は各教育委員会の校長会を通して説明がなされ，管理職主導のなかで研修を行う学

校が多数あった。その結果として，研修の意義を的確に捉え学校全体の研修として展開すること

ができた学校と，トップダウンとして指示される中で研修を迎えた学校のあいだに，研修に対す

る教員の意識差が顕著に表れることとなった。アンケート調査でも事前の主旨説明を求める意見

が複数見られるが，この意見が多い学校が前述するようにトップダウンとして指示される学校と

リンクしている。しかし，研修①（事前協議）において，大学の担当教員から本事業の研修内容

や主旨説明は繰り返し行われていることから，この調査結果は，各校において教員が研修に関す

る内容や日程を知る時点での第一印象が，研修に対する教員の意欲や意識を決定している可能性

を示唆するものと考えられる。日常的に接する管理職との関係性の重要度は大きい。 

また，アンケートにもあったように，学校現場で図工室の学習環境改善に使用できる予算はほ

とんどない。事前協議と図工室の現状を確認する中で，教員の肉体労働による手作りの備品製作

および整備による予算削減を実行しても，効果的な図工室の整備には一定の備品が必要であり，

その整備と研修内容の連動が不可欠であるという結論から，各校 5 万円を図工室環境整備費用

として実施計画を作成した。この金額は，現在教育委員会と継続した研修の実現に向けて必要な

予算として，恒常的な予算化に関して協議するための目安として提示している。 

大学を卒業して一般企業に勤める者は，少なからず各企業の利益追求や企業理念に即したマネ

ージメントを学ぶが，教員におけるマネージメントスキルの習得は，具体的な学習場面の少なさ

も影響して，急成長を遂げることは期待できない。また，担任として各教室を管理する能力と意

欲は高まるが，共通的な空間となる図工室について学習環境を改善しようと試みる教員はほとん

どいないのが現状である。 

しかし，今回の事業によって，このようなスキルを習得できる機会と一定の予算を提供するこ

とで，劇的に学習環境が改善され，その場を活用した研修体験が授業を通して児童の学習に効果

的であることが確認できた。日常的に学習環境の改善に関わろうとする意識を持つには継続した

体験と柔軟な発想が必要であるが，多様な教材や画材，備品に関する知識や体験が必要となる図

工科の教材研究においては，一定の予算を確保したうえで，試行錯誤を繰り返すことが重要であ

る。体験・経験していないものは児童を含めた他者にも伝えることはできない。 

様々な教育問題に対応しなければならない教員は，精神的にも時間的にも，予算的にも余裕を

持ってこそ，その能力を発揮することができると考える。本事業名にもあるように，実効性と継

続性を保証することが学校現場の教員を支援し，教育実践力を蓄えるための必須条件ではないだ

ろうか。現在，教育大学は地域貢献を中心とした学校現場との連携を強化している。 

今後は目に見える改善を図るための予算の確保について教育委員会と協議し，本事業で提案し

た研修方法を継続して展開することが重要である。 
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２ 連携により得られる利点 

 本事業によって，教育大学は小学校現場の様々な課題に対面し理解を深めることができた。学

校現場の声としても大学と協働する利点は数多くアンケートに記載されている。しかし，自律

的・自主的な研修に向けた意見は少なく，受け身に終わっている点が残念である。本事業の継続

によって小学校教員の意識改革と大学教員の現場理解を深めることができるとすれば，地域に貢

献する教育大学のミッションを遂行し，直接的に子どもと関わる教員の教育力向上が見込まれる。

現職教員の研修をコーディネートする教育委員会が中核となって，予算的な課題を解決して大学

との協働を進めることで，互いに本音を語ることのできる場の設定が可能となり，学校現場の学

習環境の改善が確実なものとなる。 
 図工のような教科の教材研究はもともと教員に負担の大きいものである。定期的に教材集を追

加できるような連携体制を組むことで，現代社会が求めている教育の力を支援し提供できるよう

になることが，日本の教育再生の一歩となるだろう。 

 

３ 今後の課題等 

本開発プログラムに関しては，小学校現場における管理職から教員への情報伝達が重要な課題

である。アンケートにもあるように，複数回個別に研修実施校をまわって説明したにも関わらず，

事業の主旨を理解して臨んだ教員は少なかった。教員の意識改革が必要であればその点から開始

しなければならない。小中一貫教育の実践でもネックとなるのは小学校・中学校の教員の相互理

解と情報共有である。小規模から中規模の小学校では図工室の使用時間割が適切に組まれ情報も

共有されているが，大規模校となると使用時間割に無理があることで，図工室の活用に対する意

思が薄まっていることも問題である。 

しかし，本報告書で紹介した宗像市立赤間小学校では，１学年４～５クラスの大規模校である

にも関わらず，適切な図工室管理が継続して維持されていた。これは一昨年度まで２年間にわた

り別プロジェクトで本学が図工科の専科教員を配置していたことが影響している。それまでは他

の小学校と同様に，図工室はほとんど活用されていなかったが，専科教員が配置され，図工室の

学習環境を改善するとともに使用時間割を管理する担当者ができたことで，図工室を活用するメ

リットが広く他の教員に浸透していったことによる。 

基本的に教員は，担当するクラスの児童にとってプラスとなることは進んで行うものである。

図工という限定された空間や教科の特殊性が，善良な教員のプラス思考に壁を作っているとすれ

ば，専門家と称する大学教員が壁を取り払うきっかけを提供し，教員の教育実践力向上を支援す

る教育委員会が，予算的な課題の払拭に動くことで継続的なプログラムが機能する。 

児童にとって有効な手段であることが判明した以上，小学校教員，大学教員，教育委員会等が

それぞれの特徴を活かして協働することで，過度の負担なく維持できるプログラムを構築したい。 
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Ⅳその他                   
 
１ キーワード 

図画工作 図工室 教材 教具 参考図版  
    学習環境 教材開発 教材研究 最適化 専科教育 
    大学と小学校の協働 学校内研修 自律的研修 
    課題発見能力 課題解決能力 備品管理 
    学び続ける教員 継続性 教材集  

２ 人数規模  D. 51 名以上（補足事項：各校９～２４名☓６校） 

３ 研修日数  D. 11 日以上（補足事項：各校４または５日☓６校） 

No 小学校名 学級数（学校規模） 研修参加者数 研修日数 

１ 宗像市立赤間小学校 31学級 1９名 ５日 

２ 宗像市立日の里西小学校 １５学級 9名 ５日 

３ 宗像市立玄海小学校 7学級 6名 ４日 

４ 宗像市立大島小学校 6学級 9名 ４日 

５ 福津市立津屋崎小学校 22学級 2９名 ５日 

６ 福津市立勝浦小学校 5学級 9名 ４日 

 
 
【問い合わせ先】 

国立大学法人 福岡教育大学  

連携推進課 川崎由紀江 （事務担当） 

〒811-4192 福岡県宗像市赤間文教町 1-1   

TEL 0940-35-1238 

 

宗像市教育委員会 

指導主事 正路澄代 

〒811-3492 福岡県宗像市東郷 1-1-1 

TEL 0940-36-5099 

 
福津市教育委員会 

指導主事 内藤博愛 

〒811-3304 福岡県福津市津屋崎 1-7-1 

TEL 0940-52-4914 


